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シルバーよりも輝け
特集

中間市にはスポーツで汗を流したり、友人とおしゃべりを楽しんだり、地域のために一生懸命に活
動したりするおじいちゃん、おばあちゃんがいます。
もし、家にひきこもっている人がいたら、元気に生活するためにも、外に出て楽しい時間を過ごし
てみてはいかがでしょうか。
９月 20 日は敬老の日。今回は、健康づくりや生きがいづくりを通じて元気に活動している、中間市
老人クラブ連合会を取材しました。
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老
人
ク
ラ
ブ
っ
て
何

　

戦
後
間
も
な
い
昭
和
25
年
ご
ろ
、
社
会

と
経
済
の
混
乱
、
家
族
制
度
の
変
革
な
ど

い
ま
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
高
齢
者
自
ら
が
集
い
、

新
た
な
役
割
を
求
め
て
誕
生
し
た
自
主
組

織
で
す
。

　

会
員
は
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
高
齢
者

が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
間
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
誕
生

　

昭
和
37
年
に
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
２
年
後
の
昭
和

39
年
４
月
、
30
ク
ラ
ブ
、
１
、１
０
０
人

の
参
加
を
得
て
中
間
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会（
以
下
市
老
連
）が
発
足
。
平
成
22
年
４

月
現
在
、
45
ク
ラ
ブ
、
２
、１
３
０
人
の

参
加
を
得
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
老
連
の
設
立
単
位
で
あ
る
各
町
内
の

老
人
ク
ラ
ブ（
以
下
単
位
ク
ラ
ブ
）が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
内
公
民
館
と
深
い
関
わ
り
を

も
ち
な
が
ら
、
活
発
な
活
動
が
日
常
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
老
連
は
、「
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽

し
い
活
動
」「
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会

活
動
」
を
活
動
の
全
体
像
と
し
て
い
ま
す
。

　

仲
間
づ
く
り
を
と
お
し
て
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
知
識
や
経
験
を

生
か
し
て
、
地
域
の
諸
団
体
と
協
働
し
、

住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
、
社
会
づ
く
り

の
た
め
に
日
々
活
動
に
励
ん
で
い
る
の
で

す
。

健康づくりのために行われている健康講座

設
立

現
在
、
全
国
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ

活
動
し
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
ど
の

よ
う
な
組
織
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
老
連
は
平
成
８
年
か
ら
、「
太
陽
の
広
場
」

内
に
あ
る
事
務
所
を
市
老
連
本
部
と
し
て
活
用

し
、
市
老
連
の
運
営
や
「
太
陽
の
広
場
」
の
管

理
に
あ
た
る
な
ど
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
老
連
本
部
で
は
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て

の
魅
力
あ
る
市
老
連
を
め
ざ
す
た
め
、
理
事
会

を
は
じ
め
、
各
部
会
な
ど
の
会
議
や
集
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
筑
豊
地
区
の
連
合
会
の
会
議

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
市
老
連
の
活
動
拠
点

生活を
豊かにする
楽しい活動

健康づくり
介護予防

シニアスポーツ

趣味
文化

レクリエーション

学習活動
リーダー研修

地域を
豊かにする
社会活動

友愛訪問
ボランティア活動
社会奉仕の日

伝承活動
世代交流

作業
生産

リサイクル

提言
提案

市老連がめざす全体像

中間市老人クラブ連合会
●�所在地　中間四丁目13‐20（太陽の広場内）
●問合先　☎（２４５）８４３２

シルバーよりも輝け
特集
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市
老
連
が
抱
え
る
問
題

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
一

方
、
市
老
連
の
会
員
数
、
単
位
ク
ラ
ブ
数

と
も
に
、
平
成
９
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す（
下
図
参
照
）。

　

原
因
と
し
て
は
、「
会
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
介
護
な
ど
の
理
由
で
退
会
者
が
増

え
て
い
る
」「
単
位
ク
ラ
ブ
役
員
の
後
継

者
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
で
の
解
散
」「
新

入
会
員
が
少
な
い
」「
趣
味
の
多
様
化
で

老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
魅
力
が
薄
れ
つ
つ

あ
る
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
盛
年
部
」
の
設
立

　

市
老
連
で
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
数
、
会
員

数
の
減
少
を
抑
え
、
少
し
で
も
多
く
の
人

に
市
老
連
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

平
成
20
年
４
月
に
福
岡
県
下
で
も
先
駆
け

て
「
盛
年
部
」
を
設
立
。
若
手
会
員
で
組

織
す
る
盛
年
部
は
、
魅
力
あ
る
市
老
連
を
め

ざ
し
、加
入
促
進
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

盛
年
部
長
を
務
め
る
小
林
邦
葊
さ
ん

は
、「
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
会
員
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
単
位
ク

ラ
ブ
会
員
の
増
加
、
単
位
ク
ラ
ブ
解
散
防

止
、
後
継
者
の
育
成
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
減
少
が
続
け
ば
、
近

い
将
来
、
市
老
連
の
存
在
意
義
が
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
さ
え
感

じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

昔
は
、「
老
人
ク
ラ
ブ
が
唯
一
の
ふ
れ
あ

い
の
場
」
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
各
種
講
座
に
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
社

交
・
ふ
れ
あ
い
の
機
会
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

実
態

小林 邦葊盛年部長
（通谷二丁目）

全
体
像
を
掲
げ
日
々
活
動
す
る
市
老
連
。

そ
の
組
織
運
営
や
課
題
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

3,709

62

平成９

3,285

55

平成 13

2,843

52

平成 17

2,465

48

平成 19

2,307

46

平成 21

2,130

45

平成 22（年度）

会員数
単位クラブ数

市老連会員数グラフ
　

２
、０
０
０
人
を
超
え
る
会
員
を
抱
え
る
市
老

連
で
は
、
毎
月
１
回
役
員
を
対
象
と
し
た
理
事

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
直
後
に
、
各
校
区
ご
と
に
単
位
ク
ラ
ブ

の
会
長
を
集
め
、
校
区
会
長
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
老
連
と
各
単
位
ク
ラ
ブ
の

連
携
が
良
く
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
も
大
き

く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

■
市
老
連
の
組
織
と
運
営

毎月１回、理事会を開催。今後の市老連の
運営について協議するとともに、各単位ク
ラブとの情報共有により市老連全体の意思
疎通を図っています。
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生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
体
験
し
て

ほ
し
い

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
な
く
て
も
自
分

で
趣
味
を
見
つ
け
、
面
倒
な
人
付
き
合
い

は
せ
ず
に
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
だ
け

没
頭
し
た
い
と
考
え
る
人
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
市
老
連
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
健
康
な
ど
、
高
齢
者
が
抱
え
る

不
安
や
悩
み
を
解
消
で
き
る
よ
う
な
、
講

座
や
運
動
も
あ
り
ま
す
。『
生
活
を
豊
か

に
す
る
楽
し
い
活
動
』『
地
域
を
豊
か
に

す
る
社
会
活
動
』
を
全
体
像
と
し
た
市
老

連
の
存
在
価
値
を
、
み
な
さ
ん
に
も
再
認

識
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
、
一
歩
外
に
踏
み
出
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
こ
か
ら
新
た
な
出
会
い
、
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ

た
も
の
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

仲
間
づ
く
り
を
と
お
し
て
、
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
す
小
林
さ
ん
。

　

高
齢
化
が
進
む
市
老
連
の
会
員
。
単
位

ク
ラ
ブ
存
続
の
た
め
に
も
、
後
継
者
の
育

成
も
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
市
老
連
の
存
在
価
値
を
切

に
願
い
な
が
ら
、
今
日
も
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

高齢者相互支援・「愛の一声運動」の推進を
行っています。写真は会員を対象に実施した、
高齢者相互支援事業研修会の様子。

高齢者相互支援事業本部

太陽の広場内の花壇の整備や、清掃活動を
行うなど、太陽の広場の環境保全と改善を
行っています。

環境部

盛年層の加入促進と後継者の育成を行って
います。写真は、盛年部が手作りした市老
連の紹介チラシ。

盛年部

女性会員の行事企画と推進を行っています。
写真は市老連主催の映画鑑賞会と併せて催
されたバザーの様子。

女性部

介護講演や介護施設の見学、映画鑑賞会を
行うなど、会員の健康保持増進・介護予防
を行っています。写真は映画観賞会の様子。

保健部

ゲートボール・グラウンドゴルフ・ペタン
クなどの大会を開き、会員の体育・スポー
ツ促進を行っています。

体育部

老人大学芸能祭の開催や趣味の作品展の実
施など、会員の文化行事、ほかの団体行事
への参加を行っています。

社会文化部

会員の教養と生涯学習の推進、会員の親睦
旅行などを行っています。写真はＮＨＫ北
九州を見学したときの様子。

教養部

■市老連を組織する８つの部会

連合会長三役・校区長会

事務局長 会計

事務局次長

副会長理事会

高
齢
者
相
互

支
援
事
業
本
部

環

　

 

境

　

 

部

盛

　

 

年 

　部

女

　

 

性

　

 

部

保 

　健 

　部

体 

　育 

　部

社
会
文
化
部

教 

　養 

　部

東 

校 

区 

長

西 

校 

区 

長

南 

校 

区 

長

北 

校 

区 

長

中
間
校
区
長

底
井
野
校
区
長

※各校区長の下に単位クラブが組織されます。

市老連組織図

シルバーよりも輝け
特集
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産
業
医
科
大
学

公
衆
衛
生
学
教
室
と
の
連
携

　

平
成
12
年
、
介
護
保
険
制
度
の
導
入
を

契
機
と
し
て
、
会
員
の
健
康
の
保
持
増
進

や
介
護
予
防
を
目
的
に
、「
保
健
部
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
保
健
部
も
ま
た
、
他
地

域
に
は
な
い
市
老
連
独
自
の
組
織
で
す
。

　

同
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
産
業
医
科
大
学

公
衆
衛
生
学
教
室
と
の
健
康
講
座
は
、
同

教
室
の
学
生
の
地
域
実
習
と
し
て
市
老
連

が
受
け
入
れ
た
も
の
で
す
。
講
座
の
内
容

は
、
大
学
側
と
話
し
合
い
、
会
員
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
18
年
の
介
護
保
険
法
の

改
正
に
伴
い
、
介
護
予
防
に
重
点
が
置
か

れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら

は
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

や
脳
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
介

護
予
防
に
有

効
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
行
い
、
そ
の
効

果
を
実
験
し
ま
し
た
。

　

ど
れ
も
効
果
が
あ
が
る
と
い
う
結
果
が

わ
か
り
、
現
在
、
各
地
区
で
実
施
さ
れ
て

い
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
設
立
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
し
た
。

自
主
的
な
活
動

　

市
老
連
で
は
、
高
齢
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

支
援
活
動
員
に
よ
る
高
齢
者
同
士
の
友
愛

訪
問
と
し
て
「
愛
の
一
声
運
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
閉
じ
こ
も
り
傾
向
に
あ
る
高
齢

者
を
早
期
発
見
し
、
医
療
や
介
護
を
受
け

る
こ
と
な
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
「
支
え
合

う
共
助
社
会
づ
く
り
」
と
な
る
も
の
で
す
。

　
「
高
齢
者
の
気
持
ち
は
高
齢
者
が
一
番

よ
く
わ
か
る
」
と
い
う
思
い
か
ら
は
じ
ま

っ
た
こ
の
運
動
は
、
向
こ
う
３
軒
両
隣
で

の
関
係
を
密
に
し
た
、
地
域
の
力
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
男
性
・
女
性
健
康
料
理
教
室
、

体
育
祭
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
介
護
に
関
す
る
勉
強
会
な

産業医科大学公衆衛生学教室の
学生を講師に招いての健康講座

　社会の高齢化を自らの問題
として認識し、健康づくりや
生きがいづくり、社会奉仕活
動などをとおして積
極 的 に ま ち づ く り
に参加しているこ
とが認められ、日
本 ヘ ル ス サ ポ ー
ト学会から実践
活 動 部 門 賞 が
贈られました。

日本ヘルスサポート
学会賞を受賞

活
動

高
齢
化
を
自
ら
の
問
題
と
捉
え
、
自
主
的
な

活
動
を
続
け
て
い
る
市
老
連
。
そ
の
活
動
内

容
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
元
気
な
老
人
が
経
験
を
生
か
し
、

知
恵
と
パ
ワ
ー
を
出
し
合
い
、
地
域
の
高
齢
者
を

支
え
合
い
な
が
ら
、
老
後
を
自
分
た
ち
で
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。「
気
に
か
け
て
く
れ
て
嬉
し
い
。
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
私
た
ち
も

嬉
し
い
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

　

高
齢
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
向
こ
う
３
軒
両

隣
で
の
関
係
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
が
相
互
に
啓
発
し
合
い
、

高
齢
者
問
題
全
般
の
勉
強
会
を
通
じ
て
、
支
援

活
動
の
充
実
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

飛松 信行さん
（岩瀬西町）

■
「
愛
の
一
声
運
動
」
を
推
進
す
る

　
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
本
部
副
部
長
に

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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ど
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
行
政
の
み
を
頼
っ

て
高
齢
者
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
難

し
い
と
い
う
考
え
の
も
と
行
っ
て
い
ま

す
。
社
会
の
高
齢
化
を
自
ら
の
問
題
と
し

て
認
識
し
、
高
齢
者
が
単
に
サ
ー
ビ
ス
の

受
け
手
に
な
る
の
で
は
な
く
、
活
力
と
生

き
甲
斐
の
あ
る
高
齢
社
会
実
現
に
向
け
て

積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

市
老
連
の
存
在
意
義

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
町
内
会
な
ど
の
地
域

組
織
を
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の

衰
退
は
、
地
域
活
動
の
停
滞
に
直
結
す
る

と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
生
き
が
い

づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地

域
で
活
動
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義

は
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
単
純
に
「
お
年
寄
り
の
集
い
の

場
」
と
し
て
の
認
識
に
留
ま
る
の
で
は
な

く
、
現
状
認
識
と
将
来
展
望
に
た
っ
た
活

動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

参
加
す
る
こ
と
で
人
と
出
会
い
、
ふ
れ

あ
い
、
つ
な
が
る
。
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
か
ら
、
地
域
と
の
交
流
も
始
ま
る
。
そ

ん
な
市
老
連
の
活
動
を
肌
で
感
じ
て
み
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今年から始まった「健康ウォーキ
ング」。元気な生活を送るため、
運動の習慣を身につけます。

約 700 人が参加した市老連最大
のイベント「体育祭」。若さを垣
間見る瞬間もありました。

秋の恒例行事「老人大学芸能祭」。
クラブ会員たちが、歌や踊りな
どを披露します。

自分の体力を知り、運動習慣を
身につけることを目的に行われ
る「体力測定」。

会員同士の親睦を深めるために
行われている旅行。会員以外の
人の参加も大歓迎です。

毎年秋ごろに開催される「干支の
切り絵教室」。細かい手作業で翌
年の干支を作ります。

■市老連イベントの一部を紹介

今回、岩瀬西町「大膳クラブ」の活動に同行しました。
声かけをとおして、コミュニケーションをとっていま
す。活動員は右のみなさんです

■「愛の一声運動」におじゃましました

「ちょっと上がらんね」と
逆に声をかけられました。

「
明
日
も
ラ
ジ
オ
体
操
に
来

て
ね
」
と
約
束
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
も
仲
良
し
。

３
人
で
大
笑
い
。

先ほどまですごい雨。「雨
があがってよかったね」

会話が弾むと、帰るのも
名残惜しい気持ちです。

中
野 

正
照
さ
ん

川
原 

常
彦
さ
ん

川
原 

弘
子
さ
ん

梅
林 

明
子
さ
ん

生
駒 

八
重
子
さ
ん

シルバーよりも輝け
特集
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私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
高
齢
者

が
活
力
を
持
っ
て
地
域
社
会
で
貢
献
で
き

る
よ
う
、「
健
康
づ
く
り
」「
介
護
予
防
活
動
」

「
閉
じ
こ
も
り
や
孤
立
を
防
ぐ
友
愛
活
動
」

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
、
高
齢

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
一
層
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
で
の
各
種
社
会
活
動
に
参
加
す
れ

ば
、
社
会
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
言
葉
を
交
わ
せ
ば
み
ん

な
仲
間
で
す
。
市
民
相
互
が
助
け
合
い
、

支
え
合
っ
て
「
友
愛
活
動
」
の
輪
を
広
げ

る
と
と
も
に
、「
世
代
間
交
流
」「
社
会
参

加
活
動
」
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

山㟢 吉春会長
（土手ノ内二丁目）

　
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
す
る
市
老
連
で
は
、
高
齢
者
に
「
ゆ
と

り
」「
う
る
お
い
」「
や
す
ら
ぎ
」
に
満
ち

た
生
活
が
送
れ
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
私
た
ち
事
務
局
は
、
活
動
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

市
老
連
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健

康
管
理
・
高
齢
者
相
互
支
援
な
ど
自
分
の

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
、
活
躍
し
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
知
識
や
人
脈
な

ど
、
参
加
す
る
こ
と
で
得
た
も
の
は
数
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　

私
は
事
務
局
に
入
り
10
年
目
と
な
り
ま

す
。
健
康
で
活
動
で
き
る
の
も
、
こ
の
老

人
ク
ラ
ブ
で
学
ん
だ
健
康
教
室
な
ど
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

糸井 武男事務局長
（太賀四丁目）

　

日
本
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
学
会
賞
を
受
賞

で
き
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
今
後
も
着
実
に
活
動
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
、

少
人
数
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
会
員
が

集
ま
れ
ば
大
き
な
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と

に
、
市
老
連
と
い
う
組
織
の
大
き
さ
を
改

め
て
誇
り
に
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
も
、
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
と
共
に
年
齢

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
年
齢
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
生
き
生
き
と
自
分
ら
し
い
生

き
方
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
社
会
に
生
ま
れ
た
幸
せ
に
感
謝
し

つ
つ
、
で
き
る
だ
け
長
い
時
間
を
生
き
て
、

自
分
自
身
を
磨
き
、
長
寿
が
よ
い
地
域
社

会
と
な
る
よ
う
な
中
間
市
を
次
世
代
に
残

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東 悦子副会長
（朝霧二丁目）

思
い

長
年
市
老
連
で
活
動
し
て
き
た
３
人
に
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
で
感
じ
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら

の
思
い
を
尋
ね
ま
し
た
。

　全国共通の「仲間の印」。鶴
（高齢者）が両翼を扇（末広）状

に広げて、日章（日本）を担っ
ているデザインは、高齢者の
歩みが日本を守り、家庭生活
を支えてきたものであることを
表しています。
　また、両翼の張
り出しは、高齢者
の衰えぬ意欲を
象徴しています。

全国老人クラブ
連合会会員章
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展望 長年にわたり市老連と活動を共にし、日本ヘルスサ
ポート学会賞の受賞に大きく関わった２人に、これ
からの市老連が果たす役割を語っていただきました。

松田 晋哉 さん

産業医科大学
公衆衛生学教室教授

■プロフィール■
昭和 60 年産業医科大学医学部医学科卒。
フランス留学後、平成 11年からは産業医
科大学で教授を務める。専門は公衆衛生
学。日本ヘルスサポート学会副理事長を
務める。

　「市老連として、介護保険を知らないといけない」という強
い思いから健康講座が始まったのは、今から 10 年前になりま
す。それから健康づくりやいきがいづくりなど、市老連のみ
なさんは行政に頼るだけでなく、自らが主体となって活動を
行ってきました。
　これからの高齢社会には市老連のような積極的にな活動が
必要だと思い、日本ヘルスサポート学会に推薦しました。そ
して見事に実践活動部門賞を受賞されました。「ほかの地域
の老人クラブのモデルとなる」という評価に、これまでの活
動の意義の大きさを感じられたことでしょう。
　現在、血縁や地縁が薄れてきています。特に男性は、会社
での付き合いはあっても、地域との付き合いはあまりないの
ではないでしょうか。「健康」という共通の関心を基に人が
つながることは、地域のつながりを強めて安心して暮らせる
まちへつながることでしょう。このように、人と人とのつな
がりの場としても市老連の果たす役割は大きいと感じます。
　これからの課題としては、今ある活動を継続して実施して
いくことです。そのためにも、後継者を育てるとともに、よ
り多くの人にこれらの活動を理解してもらうことではないで
しょうか。
　活力ある高齢社会に向けて、元気ある中間市を作っていた
だきたいと思います。

　産業医科大学医学部の学生たちを講師とした健康講座で
は、「健康」「介護予防」などを一緒に学習してきました。こ
の活動は、学生にとって地域づくりに励んでいる元気な高齢
者とのふれあいの場となり、望ましい医師と患者関係を学ぶ
貴重な機会となっています。これらの取り組みは、「官（中
間市）・民（市老連）・学（産業医科大学）」が協力し合ってき
たからできたことで、このような連携が地域づくりにも大き
な役割を果たすことになると思います。
　市老連のみなさんと 10 年前に出会ってから感じているこ
とは、「健康は自分で守る」という気持ちが強い人たちばか
りだということです。とても元気な人が多く、連帯（互助）
の意識が強いとも感じています。介護予防のために、筋力・
脳トレーニングに参加してほしいと提案すると、たくさんの
人が積極的に参加してくれました。本当にやる気があって活
動的な人が多いですね。積極的に活動することが健康長寿に
つながっていくんだと思います。
　市老連のみなさんに参加していただいた介護予防のプログ
ラムでは、運動や趣味活動を行い、交流することが、高齢者
の心身の健康維持につながることが証明されました。仲間と
身体を動かしたり、趣味活動に取り組んだり、おしゃべりし
たりすることは健康維持に非常に重要です。その一つの手段
として市老連で活動してみてはいかがでしょうか。

「
健
康
」
と
い
う

共
通
の
関
心
の
基
、

人
は
つ
な
が
っ
て
い
る

「
健
康
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
、

健
康
長
寿
を
め
ざ
す

山本 美江子 さん

福岡県北九州地区
介護予防支援センター医師

■プロフィール■
平成８年産業医科大学医学部医学科卒。
平成11年から産業医科大学の助教を務め、
中間市老人クラブ連合会での健康づくり
や介護予防活動に携わる。平成 21年から
小倉リハビリテーション病院に勤務する。

シルバーよりも輝け
特集
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Information
からのお知らせ市
●問合先　こどもと福祉の課

☎（２４６）６２４８
子ども手当は子どもたちの健やかな育ちを
応援するために支給しています

子
ど
も
手
当
現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

子
ど
も
手
当
現
況
届
の
提
出

期
限（
平
成
22
年
６
月
30
日
）が

過
ぎ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
提

出
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急
に

こ
ど
も
と
福
祉
の
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
け
れ

ば
、
平
成
22
年
６
月
分
以
降
の

子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
４
月
以
降
に
新
規

で
子
ど
も
手
当
を
認
定
請
求
し

た
人
は
、
今
回
の
現
況
届
の
提

出
は
不
要
で
す
。

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か

　

平
成
22
年
4
月
か
ら
始
ま
っ

た
子
ど
も
手
当
制
度
は
、
中
学

校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に

つ
き
、
月
額
１
万
３
千
円
を
親

な
ど
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い

る
人
は
、
平
成
22
年
９
月
30
日

ま
で
に
こ
ど
も
と
福
祉
の
課
へ

申
請
す
れ
ば
、
４
月
分
か
ら
の

子
ど
も
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

　

申
請
が
平
成
22
年
10
月
以
降

に
な
っ
た
場
合
は
、
申
請
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
22
年
３
月
ま
で

従
来
の
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
た
人
は
、
新
た
な
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤

務
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

介
護
保
険
課　
　
　
　

 

☎
（
２
４
６
）
６
２
８
３

介
護
給
付
費
通
知
の
発
送
を
始
め
ま
す

　

介
護
給
付
費
通
知
と
は
、
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
へ
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
の
介

護
保
険
請
求
情
報
に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
通
知
と
お
持
ち
の
領
収
書
な
ど

を
見
比
べ
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
通
知
は
年
３
回
発
送
し
、
１

回
あ
た
り
４
か
月
分
の
利
用
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

１
回
目
の
発
送
は
、
９
月
中
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
介
護
給
付
費
通
知
は
請
求
書
や
領
収

書
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
通
知
で
新
た

な
負
担
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
通
知
の
利
用
者
負
担
額

に
は
、
保
険
給
付
外
の
金
額
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
実
際
に
支
払
っ
た

額
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

総
合
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
（
２
４
６
）
６
２
３
４

堀
川
い
っ
せ
い
清
掃
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

今
年
も
、
堀

川
ま
ち
お
こ
し

実
行
委
員
会
に

よ
る
堀
川
い
っ

せ
い
清
掃
を
行

い
ま
す
。

　

貴
重
な
歴
史

的
遺
産
で
あ
る

堀
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
多
く
の

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
日

時　

10
月
９
日
土
・
午
前
８

時
30
分
～
10
時
30
分
予
定（
受
付
は

８
時
20
分
～
）

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

●
集
合
場
所　

中
間
唐
戸
水
門（
中
間

二
丁
目
）

●
清
掃
コ
ー
ス　

２
班
に
分
か
れ
て
、

一
方
は
唐
戸
水
門
か
ら
、
も
う
一
方

は
曲
川
と
の
合
流
地
点
か
ら
清
掃
を

行
い
、
屋
島
公
園
で
解
散
し
ま
す

※
作
業
に
必
要
な
手
袋
や
ご
み
袋
は
準

備
し
て
い
ま
す
。
汚
れ
て
も
い
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の

社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
応
援
す
る
と
い

う
趣
旨
の
も
と
に
支
給
す
る

も
の
で
す
。

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
し
た

人
に
は
、
子
ど
も
手
当
の
趣

旨
に
従
っ
て
、
用
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
責
務
が
法
律
上

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
育
ち
の
た
め
の

費
用
で
あ
る
、
学
校
給
食
費

や
保
育
料
な
ど
を
滞
納
し
な

が
ら
、
子
ど

も
の
健
や
か

な
育
ち
と
関

係
の
な
い
用

途
に
子
ど
も
手
当
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
、
法
の
趣
旨
に

そ
ぐ
い
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
手
当
の
趣
旨
に
つ

い
て
十
分
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
子
ど
も
の
将
来
を
考

え
、
有
効
に
用
い
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
の
趣
旨
に

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
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Topic ＆ Information

ごみ出しマナーを守りましょう

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

　ごみは私たちの生活から必ず出てきます。
ごみ出しのマナーを守り、きれいなまちを
つくりましょう。
○�ごみは分別して指定の袋に入れ、決めら
れた日の朝８時までにそれぞれの集積所
に出しましょう
○�通勤途中などにほかの集積所にごみを出
すことは、集積所を使用・管理している
人たちの迷惑になりますのでやめましょ
う。また、ほかの自治体にごみを出すこ
とは、「廃棄物の処理および清掃に関する
法律」で禁じられており、不法投棄とし
て罰せられることもあります。絶対にや
めましょう

　宝くじの助成金で整備した訓練用消火器
23 本と訓練用消火装置１台を中間市消防団
に配備しました。これらは水道水を直接補
充することで繰り返し使用でき、市内小中
学校、事業所、町内で行う防災訓練などで
活用します。たくさんの人に消火器を使っ
た初期消火を体験していただくことで、火
災による被害の軽減が期待できます。

　福岡県の便利な情報を満載した２０１１
年版「福岡県民手帳」の受付を開始します。
手帳はポケット判（400 円）、標準判（500 円）、
ハンドブック判（900 円）の３種類あります。

●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）６２３４

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００

訓練用消火器セットを配備しました

Information

●
問
合
先　

学
校
教
育
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
２
２

小
学
校
入
学
予
定
者
の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

　

来
年
４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
児

童
を
対
象
に
、
健
康
診
断
を
実
施
し
ま

す
。
受
診
も
れ
の
な
い
よ
う
、
日
時
な

ど
を
確
認
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
日
に
都
合
が
悪
い
場
合

は
他
校
区
の
実
施
日
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

●
対
象
児
童　

平
成
16
年
４
月
２
日
～

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童

●
実
施
月
日
・
対
象
校
区

〇
10
月
14
日
木
…
中
間
小
学
校
、
中
間

北
小
学
校
、
中
間
南
小
学
校

〇
10
月
21
日
木
…
底
井
野
小
学
校
、
中

間
東
小
学
校
、
中
間
西
小
学
校

●
受
付
時
間　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
く
る
も
の　

健
康
診
断
通
知

書（
各
自
宛
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

届
い
て
い
な
い
場
合
や
内
容
に
誤
り

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
接
種
済
み
の
予
防
接
種
を
母

子
手
帳
な
ど
で
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
）

※
会
場
に
は
上
履
き
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、ス
リ
ッ
パ
、

靴
袋
は
各
自
で

用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●問合先　消防署☎（２４５）０９０１

福岡県民手帳の申し込みを受け付けます
●
問
合
先　

契
約
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
５
５

建
設
業
指
名
登
録
業
者
の
格
付
・
指
名
要
綱
な
ど
の
情
報
を
公
開

　

中
間
市
の
建
設
業
指
名
登
録
業
者

　

格
付
・
指
名
要
綱
等
情
報
を
公
開

●
閲
覧
期
間　

10
月
１
日
か
ら
１
年
間

●
閲
覧
内
容　

指
名
登
録
業
者
格
付
名

簿
、
格
付
要
綱
お
よ
び
指
名
要
綱
な

ど
に
関
す
る
情
報

　

中
間
市
の
公
共
工
事
の
情
報
が

　

閲
覧
で
き
ま
す

　

中
間
市
の
公
共
工
事
の
発
注
見
通
し

や
入
札
、
契
約
に
関
す
る
情
報
の
閲
覧

が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

○
発
注
見
通
し
情
報
…
平
成
22
年
度
末
ま
で

○
入
札
情
報
…
入
札
終
了
日
か
ら
１
年
間

○
契
約
情
報　

契
約
締
結
か
ら
１
年
間

※
工
事
発
注
見
通
し
情
報
は
、
10
月
１

日
以
降
の
新
規
計
画
お
よ
び
変
更
分
が

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
内
容　

発
注
予
定
工
事
名
、
時

期
な
ど
や
発
注
済
み
工
事
の
入
札
金

額
、
落
札
金
額
、
契
約
の
相
手
方
な

ど
「
入
札
契
約
適
正
化
法
お
よ
び
同

法
施
行
令
」
に
定
め
る
内
容

※
発
注
見
通
し
お
よ
び
入
札
結
果
は
、

中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
契
約
課
）で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

い
ず
れ
も

●
閲
覧
場
所　

契
約
課
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中間市公民館連絡協議会（仰木節夫会長）が、結成 50年
記念事業の一環として、中央公民館にプラズマテレビを
寄贈しました。テレビは中央公民館内のロビーに設置さ
れ、だれでも視聴することができます。この日、中央公
民館を利用した中間北小学校の子どもたちは、設置され
たばかりのテレビを視聴しました。

休憩中にテレビをどうぞ
７月 27 日・中間市公民館連絡協議会がテレビを寄贈

中間市療育支援センター「親子ひろばリンク」が中鶴四
丁目から岩瀬一丁目に新築移転したことを記念し、式典
が開催されました。今回の新築移転で、全面バリアフリ
ー、木の温もりを生かした造りとなったこの施設。言葉
や身体の発達に障害がある子どもたちの訓練や保護者
向けの相談を行っています。

温もりのある施設ができました
８月４日・「親子ひろばリンク」新築移転記念式典

中間東小学校で「第８回中間市青少年育成市民会議キッ
クベースボール大会」が開催されました。真夏の日差し
の下、11チームが激戦を繰り広げました。元気いっぱい
の子どもたちのプレーに、応援に駆けつけた保護者から
大きな声援があがっていました。
○優勝…通谷四区　○準優勝…中鶴二区Ｂ

11チームが元気いっぱいの熱戦
８月１日・中間市青少年育成市民会議キックベースボール大会

まち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。
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筑
前
中
間
川
ま
つ
り

第
28
回

８
月
15
日
、
筑
前
中
間
川
ま
つ
り
が
市
役
所
前
河
川
敷
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、盆
踊
り
や
露
店
な
ど
に
、

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
最
後
は
花
火
。
歓
声
が
起

こ
る
中
、
３
、０
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

●Nakama City Public Relations13
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はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　ボランティアセンター☎（２４６）２１８４

エ
ア
ゾ
ー
ル
缶（
ス
プ
レ
ー
缶
）・

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
ご
み
出
し

に
ご
注
意

　

中
身
が
残
っ
た
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶

（
ス
プ
レ
ー
缶
）、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

を
そ
の
ま
ま
ご
み
収
集
に
出
す
と
、

ご
み
収
集
車
や
ご
み
収
集
処
理
施
設

で
の
引
火
や
破
損
事
故
な
ど
、
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

ご
み
に
出
す
前
に
必
ず
缶
の
中
身

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

缶
を
振
っ
て
「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」

「
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
」
な
ど
の
音
が
す

る
場
合
は
、
中
身
が
残
っ
て
い
る
証

拠
で
す
。

　

最
後
ま
で
使
い
き
る
か
、
火
気
の

な
い
戸
外
の
風
通
し
の
良
い
場
所
で

ガ
ス
抜
き
を
し
て
か
ら
ご
み
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

軒
先
収
集（
自
宅
前
収
集
）を

し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　

現
在
、
ご
み
の
収
集
は
、
軒
先
収

集
と
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
町
内
地
域

で
決
め
た
一
定
の
場
所
）収
集
の
２
つ

の
収
集
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５

　

収
集
車
の
ス
テ
ッ
プ
廃
止
、
収
集

業
務
の
効
率
化
に
伴
い
、
平
成
23
年

４
月
１
日
か
ら
市
内
全
域
の
ご
み
出

し
場
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に
な

り
ま
す
。
準
備
は
進
ん
で
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
は
、

利
用
者
間（
町
内
会
な
ど
）で
話
し
合

っ
て
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
…

○
お
お
む
ね
10
世
帯
ご
と
に
１
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
し
ま
す

○
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
間
隔
は
約
100
ｍ

と
し
ま
す

○
50
ｍ
離
れ
た
一
軒
家
は
、
１
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
し
ま
す

○
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
収
集
車
の
通
り

道
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
す

※
こ
れ
ら
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
環
境
保
全
課
衛
生
美
化
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

○
ご
み
は
朝
８
時
ま
で
に
必
ず
出
し
、

カ
ラ
ス
対
策
な
ど
の
防
御
ネ
ッ
ト

を
か
ぶ
せ
て
く
だ
さ
い

○
ご
み
の
分
別
、
後
片
付
け
、
清
掃

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
日

　

完
全
実
施
日
は
平
成
23
年
４
月
１

日
と
し
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置
が

決
定
し
た
地
区
か
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

収
集
を
随
時
開
始
し
ま
す
。

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
が
多
発

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
は
３
つ
の
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
悪
徳

業
者
は
「
お
金
」「
健
康
」「
孤
独
」
と

い
う
言
葉
で
、
言
葉
巧
み
に
親
切
に
し

て
信
用
さ
せ
、
年
金
な
ど
の
財
産
を
狙

っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
自
宅
に
い
る

こ
と
が
多
い
た
め
、「
訪
問
販
売
」
や
「
電

話
勧
誘
販
売
」
の
被
害
が
多
い
の
で
す
。

■
金
融
被
害
例

〇
未
公
開
株
…
「
上
場
間
近
の
未
公
開

株
が
あ
る
。
値
上
が
り
確
実
」
な
ど

と
電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
購
入
し
た

が
、
予
定
の
時
期
を
過
ぎ
て
も
上
場

さ
れ
ず
、
代
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た

○
出
資
金
詐
欺
…
「
100
万
円
出
資
す
れ

ば
一
年
後
に
す
ご
い
配
当
金
が
つ

く
」
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
配
当
金

は
支
払
わ
れ
ず
、
出
資
金
も
だ
ま
し

取
ら
れ
た

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

う
ま
す
ぎ
る
話
に
は
安
易
に
乗
ら
ず
、

自
分
自
身
で
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

「
高
金
利
」「
元
本
保
証
」「
有
利
な
利
殖
」

な
ど
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

　結婚や出産などさまざまな理由で医療現場を離
れている看護師のみなさんが、不安なく職場復帰
できるためのサポートや、個人のライフスタイル
に合わせた就業の機会を提供しています。
　また、子育て中などでも安心して仕事ができる
ように支援も行っていきます。毎月第１日曜日の
お悩み相談会や支援講座の開催、趣味のサークル
活動などをとおして看護師同士の情報交換も行っ
ています。興味がある人はご連絡ください。

看護師支援の会

平成22年度のもえるごみ搬入量は、対21年
度比５％の減量を目標にしています。ごみ
の減量化・資源化にご協力をお願いします。

22 年度 21 年度 差（22年度－21年度） 減量率

７　月 1,073,590㎏ 1,113,510㎏ △ 39,920㎏ 3.6％

累　計 4225,230㎏ 4,409,870㎏ △ 184,640㎏ 4.2％

もえるごみ搬入量状況

昨年６月20日に岡垣町で
発生した収集車の火災事故
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危
険
物
取
扱
者
試
験
と

受
験
準
備
講
習
会
を
開
催

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日

時　

11
月
28
日
日
・
午

前
10
時
～

●
場

所　

九
州
共
立
大
学

　
（
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
）ほ
か
５

会
場

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

〇
甲
種
…
…
…
５
、０
０
０
円

〇
乙
種
全
類
…
３
、４
０
０
円

〇
丙
種
…
…
…
２
、７
０
０
円

●
申
込
方
法　

９
月
16
日
木
か
ら

　

10
月
１
日
金（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に（
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
に
願
書
を
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
電
子
申
請
の
受
付

期
間
は
９
月
13
日
月
～
28
日
火

で
す
。
詳
し
く
は（
財
）消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

○
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.shoubo-shiken.or.jp

※
願
書
と
受
験
案
内
は
、
中
間
市

消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

　

受
験
準
備
講
習
会

●
日

時　

10
月
31
日
日
・
午

前
８
時
30
分
～

●
場

所　

遠
賀
郡
消
防
本
部

　
（
遠
賀
町
広
渡
１
６
３
９
）

※
テ
キ
ス
ト
・
問
題
集
は
消
防
署

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　

中
間
市
消
防
署

　

☎（
２
４
５
）０
９
０
１

ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
の

予
防
接
種
を
行
い
ま
す

●
日

時　

10
月
７
日
木
・
受

付
午
後
１
時
15
分
～
２
時

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
児
と
接
種
方
法　

生
後
３

か
月
～
７
歳
５
か
月
の
子
に
41

日
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回

接
種（
無
料
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康

手
帳
、
予
診
票

●
料

金　

無
料

●
次
の
よ
う
な
子
は
接
種
で
き
ま

せ
ん

〇
発
熱
し
て
い
る
子（
37
・
５
度
以
上
）

〇
下
痢
を
し
て
い
る
子

※
最
近
か
か
っ
た
病
気
や
、
当
日

の
体
調
な
ど
に
よ
り
、
接
種
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
予
診
票
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
健
康
増
進
課
、
東
部
出
張
所

に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
読
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

犬
・
猫
の
引
取
日
が

変
わ
り
ま
す

　

宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
遠
賀
分
庁
舎
で
実
施
し
て
い

る
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
の
引
き

取
り
が
、
10
月
１
日
か
ら
次
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
。

●
引
取
日
時　

毎
週
月
曜
日
・
午

後
２
時
～
３
時
30
分（
祝
日
を

除
く
）

※
回
収
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
早
め
に

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
基
礎
知
識

が
学
べ
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
相
談
会

●
期
日
・
場
所

○
９
月
27
日
月
～
10
月
１
日
金
・

市
役
所
本
館
１
階

○
９
月
28
日
火
～
29
日
水
・
ハ
ピ

ネ
ス
な
か
ま

○
９
月
30
日
木
～
10
月
２
日
土
・

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
時

間　

午
前
10
時
～
午
後

４
時

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
説
明
会

●
日

時　

９
月
27
日
月
、
10

月
１
日
金
・
午
後
１
時
～
２
時

●
場

所　

市
役
所
別
館
地
下

会
議
室

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　

福
岡
県
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
５
３
４
）７
４
１
１

「
法
の
日
」
全
国
一
斉

司
法
書
士
法
律
相
談
会

　

相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の

登
記
相
談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
者
問
題
、
借
金
な
ど
の
多
重
債

務
問
題
、
訴
訟
、
成
年
後
見
、
土

地
の
境
界
の
問
題
な
ど
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
は
無
料
で

応
じ
ま
す
。

●
日

時　

10
月
２
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時

　

面
談
相
談

●
場

所　

北
九
州
市
立
商
工

貿
易
会
館（
小
倉
北
区
古
船
場

１
‐
35
）

●
予
約
受
付
期
間　

９
月
13
日
月

～
30
日
木
・
午
前
10
時
～
午
後

４
時（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

●
予
約
電
話
番
号

　

☎（
５
７
１
）８
４
４
５

※
面
談
で
の
相
談
は
予
約
者
が
優

先
で
す
。

　

電
話
相
談

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
９
２（
７
２
２
）４
１
３
１

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　

福
岡
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
２（
７
１
４
）３
７
２
１

地
デ
ジ
放
送
受
信
機
を

無
償
で
給
付
し
ま
す

●
対
象
世
帯　

生
活
保
護
世
帯
や

障
害
者
非
課
税
世
帯
な
ど
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

と
な
っ
て
い
る
世
帯

●
支
援
内
容　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
受
信
す
る
た
め
の
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を
無
償
給
付

し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
改

修
な
ど
、
共
同
受
信
施
設
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
改
修
経
費
の

支
援
を
行
い
ま
す

●
申
込
締
切　

12
月
28
日
火

※
天
候
不
順
な
ど
の
理
由
で
、
支

援
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
早
め
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
23
年

度
の
支
援
は
未
定
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

総
務
省
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー

　

☎（
０
５
７
０
）０
３
３
８
４
０

くらしの

情報
くらしの

情報
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障
害
者
の
介
助
者
へ
の

チ
ケ
ッ
ト
代
金
を
無
料
化

　

自
主
文
化
事
業
に
限
り
、
障
害

者
の
介
助
者
１
人
に
対
す
る
チ
ケ

ッ
ト
の
無
料
化
を
試
行
し
ま
す
。

●
試
行
期
間　

平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で

●
対
象
者

○
第
１
種
身
体
障
害
者
の
介
助
者

○
12
歳
未
満
の
第
２
種
身
体
障
害

者
の
介
助
者

○
第
１
種
知
的
障
害
者
の
介
助
者

●
定

員　

１
公
演
に
つ
き
10

人（
先
着
順
）

●
問
合
先　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

　

☎（
２
４
５
）８
０
０
０

病
気
の
悩
み
を

分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う

　

難
病
患
者
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
疾
患
や
療
養
生
活
の
工
夫
な

ど
に
関
す
る
講
演
会
と
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

潰か
い
よ
う瘍
性
大
腸
炎
・

ク
ロ
ー
ン
病
の
治
療
と
病
気
と

の
上
手
な
つ
き
合
い
方

●
期

日　

10
月
６
日
水

●
対
象
者
・
定
員　

潰
瘍
性
大
腸

炎
・
ク
ロ
ー
ン
患
者
と
そ
の
家

族
・
50
人

●
講

師　

守
田
則
一
さ
ん

　
（
も
り
た
内
科
・
胃
腸
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

■
テ
ー
マ　

脊せ
き
ず
い髄
小
脳
変
性
症

と
多
系
統
委
縮
症
の
治
療
と
病

気
と
の
上
手
な
つ
き
合
い
方

●
期

日　

10
月
22
日
金

●
対
象
者
・
定
員　

脊
髄
小
脳
変

性
症
・
多
系
統
委
縮
症
患
者
と

そ
の
家
族
・
50
人

●
講

師　

魚
住
武
則
さ
ん

　
（
産
業
医
科
大
学
神
経
内
科
准

教
授
）

　

い
ず
れ
も

●
時

間　

午
後
２
時
～
４
時

（
受
付
は
１
時
30
分
～
）

●
場

所　

宗
像
総
合
庁
舎

　
（
宗
像
市
大
字
東
郷
一
丁
目
２

‐
１
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
締
切　

10
月
１
日
金

●
申
込
・
問
合
先　

宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）２
３
６
６

平
成
22
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
で
は
、
青
年
海

外
協
力
隊
・
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

10
月
１
日
金
～
11

月
８
日
月

　

体
験
談
＆
説
明
会
を
開
催

●
期
日
・
場
所

○
10
月
７
日
木
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
小
倉（
小
倉
北
区
浅
野

一
丁
目
１
‐
１
）

○
10
月
24
日
日
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　
（
八
幡
東
区
平
野
二
丁
目
２
‐
１
）

※
時
間
や
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　

☎（
６
７
１
）８
３
４
９

第
11
回
中
間
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

　
「
つ
な
ぐ
絆
を
明
る
い
未
来
へ

Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

９
月
26
日
日
・
午

前
10
時
～
午
後
３
時

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
内

容　

林
律
子
さ
ん
に
よ

る
講
演
、
軽
音
楽
集
団
「
サ
ン

ク
ス
」
に
よ
る
演
奏
、
作
品
展

示
、
伝
統
芸
な
ど

●
問
合
先　

中
間
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
３
）１
２
９
２

法
テ
ラ
ス

無
料
法
律
相
談
会

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法

テ
ラ
ス
）で
は
、
弁
護
士
ま
た
は
司

法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
日

時　

10
月
５
日
火
・
午

後
１
時
～
４
時

●
場

所　

市
役
所
本
館
地
下

第
１
会
議
室

●
対
象
者　

資
力
基
準（
収
入

や
資
産
が
一
定
の
基
準
以
下
で

あ
る
こ
と
）を
満
た
し
て
い
る
人

●
相
談
内
容　

民
事
・
家
事
・
行

政
に
関
す
る
法
律
相
談

※
相
談
は
１
人
あ
た
り
30
分
程
度
。

※
資
力
基
準
の
概
要
は
法
テ
ラ
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.houterasu.

or.jp/

●
申
込
・
問
合
先　

法
テ
ラ
ス
北

九
州

　

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
６

訪
問
介
護
計
画
作
成

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

効
果
的
で
質
の
高
い
訪
問
介
護

計
画
作
成
の
ス
キ
ル
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　

12
月
９
日
木
、
平

成
23
年
１
月
14
日
金

●
時

間　

午
前
９
時
55
分
～

午
後
４
時
35
分（
受
付
は
９
時

30
分
～
）

●
場

所　

Ａ
Ｐ
浜
松
町（
東

京
都
港
区
芝
公
園
二
丁
目
４
‐

１
）

●
対
象
者　

現
任
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
責
任
者
な
ど

●
定

員　

各
回
100
人

●
参
加
料　

１
０
、０
０
０
円

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

財
団
法
人
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３（
５
４
７
０
）６
７
５
５

有
料
広
告
欄
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〇日時…10月２日土、15日金、28日木・午
後３時〜５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日〜金曜日の午前９時〜午後
５時・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…10月13日水・午前10時〜午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…10月２日土、15日金・午後３時〜
５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分〜３時30分…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後５時
●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所 介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館2階）

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所 ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権のまちづくりセンター）

労
働
ト
ラ
ブ
ル
110
番

　

労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
、
司

法
書
士
が
無
料
で
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
相
談
日
時　

毎
週
火
曜
日
・
午

後
７
時
～
８
時

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
９
２（
４
７
７
）８
１
６
０

●
問
合
先　

福
岡
県
青
年
司
法

書
士
協
議
会

　

☎
０
９
２（
７
８
１
）６
７
８
７

無
料
介
護
講
座
を

開
催
し
ま
す

　

介
護
ス
テ
ッ
プ
１
日
コ
ー
ス

●
開
催
日
・
内
容　

９
月
26
日
日
、

12
月
９
日
木
・
高
齢
者
疑
似
体

験
な
ど

●
時

間　

午
前
９
時
50
分
～

午
後
３
時
30
分

　

介
護
予
防
体
験
１
日
コ
ー
ス

●
開
催
日
・
内
容

○
９
月
11
日
土
・
介
護
予
防
運
動

（
太
極
拳
・
失
禁
予
防
体
操
な
ど
）

○
11
月
23
日
�
・
音
楽
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

●
時

間　

午
前
９
時
50
分
～

午
後
３
時

　

介
護
実
践
ア
ッ
プ
コ
ー
ス　

　
（
全
５
日
間
）

●
開
催
日
・
内
容

〇
10
月
２
日
土
…
高
齢
者
の
病
気

と
認
知
症
の
基
礎
知
識

〇
10
月
16
日
土
…
移
動
介
助
の
方
法

〇
11
月
11
日
木
…
日
常
生
活
で
の

介
護

〇
11
月
26
日
金
…
身
辺
衛
生
と
排
泄

○
12
月
10
日
金
…
食
事
と
健
康

●
時

間　

午
前
９
時
50
分
～

午
後
３
時
30
分

　

い
ず
れ
も

●
場

所　

福
岡
県
地
域
介
護

実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
（
通
谷

一
丁
目
36
‐
３
）

●
受
講
料　

無
料

●
定

員　

各
コ
ー
ス
24
人

　
（
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
地
域

介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
４
）４
７
４
７

「
法
の
日
」
週
間

無
料
法
律
相
談
会

　

悪
徳
商
法
や
金
銭
貸
借
な
ど
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
期

日　

10
月
15
日
金

●
時

間

○
午
前
の
部
…
９
時
30
分
～
午
後

12
時
30
分

○
午
後
の
部
…
１
時
30
分
～
４
時

30
分

●
場

所　

北
九
州
弁
護
士
会
館

（
小
倉
北
区
金
田
一
丁
目
４
‐
２
）

●
定

員　

100
人
程
度

※
相
談
は
電
話
予
約
制
で
す
。
10

月
４
日
月
・
午
前
９
時
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

○
予
約
電
話
番
号

　

☎
０
９
３（
５
６
１
）０
３
６
０

●
問
合
先　

福
岡
県
弁
護
士
会

　

☎
０
９
２（
７
４
１
）６
４
１
６

近
隣
騒
音
防
止

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

　

近
隣
騒
音
防
止
を
呼
び
か
け
る

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
採
用
作
品
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

だ
れ
で
も
、
何
点

で
も
応
募
で
き
ま
す

※
１
枚
の
用
紙
に
つ
き
１
案
と
し

ま
す
。

●
用

紙　

縦
長
で
あ
れ
ば
サ

イ
ズ
は
自
由
で
す

●
応
募
上
の
注
意

○
作
品
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
、
返
却
し
ま
せ
ん

○
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に

限
り
ま
す

○
作
品
中
に
文
字
は
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い

○
作
品
は
折
り
曲
げ
ず
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い

○
採
用
作
品
は
使
用
の
際
に
一
部

修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
応
募
締
切　

11
月
30
日
火
・
必
着

●
応
募
・
問
合
先　

環
境
省
水
・

大
気
環
境
局
大
気
生
活
環
境
室

（
〒
100
‐
８
９
７
５
東
京
都
千
代

田
区
霞
が
関
一
丁
目
２
‐
２
）

　

☎
０
３（
５
５
２
１
）８
２
９
９
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中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

乳
が
ん
と
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

■
人
生
後
悔
し
な
い
よ
う
に

　

昔
は
結
婚
や
出
産
の
時
期
が
早

か
っ
た
た
め
、
早
く
か
ら
女
性
特

有
の
病
気
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
代
で
は
、
女
性
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、
社
会

的
役
割
の
変
化
に
伴
い
、
晩
婚
化

し
た
り
出
産
回
数
が
減
少
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
婦
人

科
系
の
疾
患
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
時

期
が
遅
れ
た
り
機
会
が
減
っ
た
り

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど

も
女
性
の
身
体
と
健
康
に
少
な
か

ら
ず
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
妊
娠
・
出
産
に
備
え
た

り
、
仕
事
を
と
お
し
て
充
実
し
た

人
生
を
過
ご
せ
た
り
で
き
る
よ
う
、

乳
が
ん
や
子
宮
筋
腫
、
子
宮
内
膜

症
な
ど
の
女
性
特
有
の
疾
患
を
正

し
く
知
り
、
後
悔
し
な
い
よ
う
賢

く
生
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
で

～
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　

１
９
８
０
年
10
月
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
に
住
む
女
性
が
乳
が
ん
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
家
族
が

同
じ
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
願
い
を
込
め
、
乳
が
ん
の
早
期

発
見
の
大
切
さ
や
正
し
い
知
識
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
が
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
運
動（
乳
が
ん
予
防
）の
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
市
民
団
体
や
企
業
、

患
者
会
な
ど
が
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
中
間
市
も
昨
年
度
、
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

み
な
さ
ん
の
協

力
で
製
作
し
、

女
性
の
健
康
づ

く
り
応
援
フ
ェ

ア
を
実
施
し
ま

し
た
。

■
乳
が
ん
は
ど
ん
な
病
気
？

　

乳
房
内
の
乳
腺
に
で
き
る
悪
性

腫
瘍
で
す
。
し
こ
り
が
で
き
る
も

の
が
最
も
多
い
の
で
す
が
、
中
に

は
し
こ
り
を
作
ら
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。
乳
首
か
ら
血
液
の
よ
う

な
汁
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
り
注

意
が
必
要
で
す
。
初
期
は
腫
瘍
が

小
さ
い
た
め
手
で
触
っ
た
だ
け
で

は
わ
か
り
づ
ら
く
、
自
覚
症
状
も

あ
ま
り
な
い
の
で
、
見
逃
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
に
よ
る
画
像
診
断（
乳
房
を

挟
ん
で
の
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
）で

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

■
だ
か
ら
検
診
を
受
け
よ
う

　

日
本
人
女
性
の
20
人
に
１
人
が

か
か
る
と
さ
れ
て
い
る
乳
が
ん

は
、
30
～
50
歳
代
の
女
性
が
亡
く

な
る
原
因
の
第

１
位
を
占
め
て

い
ま
す
。
早
く

見
つ
け
る
と
高

い
確
率
で
治
る

が
ん
で
す
が
、

検
診
を
受
け
る

女
性
が
と
て
も

少
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

10
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
強

化
月
間
で
す
。
積
極
的
に
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
健
康
づ
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
に
あ
る
申
込
は
が
き
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
検
診
日
・
場
所

①
11
月
８
日
月
・
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

②
11
月
９
日
火
、
10
日
水
、
11
日

木
・
保
健
セ
ン
タ
ー

③
平
成
23
年
１
月
30
日
日
・
保
健

セ
ン
タ
ー

④
１
月
31
日
月
・
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

⑤
２
月
１
日
火
・
農
事
セ
ン
タ
ー

⑥
２
月
２
日
水
・
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
締
切

①
、
②
…
10
月
４
日
月

③
～
⑥
…
12
月
20
日
月

　

股
関
節
は
太
も
も
の
付
け
根

あ
た
り
に
あ
り
、
胴
体（
体
幹
）

と
脚（
下
肢
）を
つ
な
ぐ
重
要
な

部
分
で
す
。

　

日
ご
ろ
あ
ま
り
気
に
す
る
こ

と
は
な
い
で
す
が
、
多
く
の
病

気
が
あ
り
、
問
題
が
あ
る
と
日

常
生
活
で
非
常
に
困
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
主
な
病
気
を
紹

介
し
ま
す
。

　

あ
か
ち
ゃ
ん
の
と
き
の
股
関

節
は
柔
ら
か
く
、
ま
れ
に
自
然

と
脱
臼
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す（
先
天
性
股
関
節
脱
臼
）。

　

こ
れ
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
、

大
人
に
な
っ
て
も
歩
き
方
が
お

か
し
か
っ
た
り
、
関
節
が
早
く

痛
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

小
、
中
学
校
の
こ
ろ
に
は
筋

肉
の
成
長
に
骨
の
成
長
が
つ
い

て
い
け
ず
、
股
関
節
の
一
部
で
あ

る
大だ

い
た
い
こ
つ

腿
骨
の
頭
の
部
分
が
痛
ん

だ
り（
ペ
ル
テ
ス
病
）、
成
長
線
の

部
分
が
痛
ん
だ
り（
骨
頭
す
べ
り

症
）す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

壮
・
中
年
期
に
な
る
と
、
肩

に
は
五
十
肩
、
肩
関
節
周
囲
炎

と
い
う
病
気
が
あ
る
よ
う
に
、

股
関
節
に
も
同
じ
よ
う
に
痛

み
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

五
十
股
、
股
関
節
周
囲
炎
と
も

い
う
状
態
で
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
股こ

か
ん
せ
つ

関
節
唇し

ん

損そ
ん

傷し
ょ
う

が
あ
り
ま
す
。

　

股
関
節
唇
と
は
骨
盤
側
の
ヘ

リ
を
覆
う
軟
骨
で
、
関
節
内
に

収
ま
っ
て
い
る
大
腿
骨
の
頭
の

部
分
が
外
に
は
ず
れ
る
の
を
防

ぐ
土
手
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
裂
け
目
が
入
っ
て
、

裂
け
た
股
関
節
唇
が
引
っ
か
か

る
こ
と
で
、
股
関
節
の
ス
ム
ー

ズ
な
動
き
を
妨
げ
、
痛
み
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

　

高
年
期
で
多
い
の
は
、
関
節

の
老
化
に
よ
る
変
形（
変
形
性

股
関
節
症
）で
、
立
っ
た
と
き

に
痛
み
が
で
た
り
水
が
た
ま
っ

た
り
し
ま
す
。
骨こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
の
場

合
に
は
、
急
激
に
大
腿
骨
の
頭

の
部
分
が
つ
ぶ
れ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
早
め

に
検
診
を
受
け
て
、
早
め
に
発

見
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

股関節

36

産業医科大学病院整形外科

森俊陽医師

18 年度 12.1％
19 年度 12.3％
20 年度 13.8％
21 年度 17.4％

中間市乳がん検診受診率

中
間
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

乳
が
ん
予
防
ロ
ゴ
マ
ー
ク

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」
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私
は
、
四
月
に
転
入
し
て
き
て

び
っ
く
り
し
た
。
四
年
生

の
あ
る
女
の
子
が
、
な
ぜ
か
、
さ

け
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
私
は
、

転
入
し
て
き
た
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
女
の
子
が
何
を
し
た
か

な
ど
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

後
日
、
私
は
、
な
ぜ
そ
の
子
が

さ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
が
初
め

て
、
わ
か
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
小
さ
な
し
ょ
う
が
い

を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
前

の
学
校
で
も
、
し
ょ
う
が
い
を
持

っ
た
子
は
、
い
た
け
ど
、
別
に
そ

こ
ま
で
差
別
を
し
て
は
、
い
な
か

っ
た
。

　

あ
る
日
、
私
が
友
だ
ち
と
遊
ん

で
い
る
と
、
そ
の
女
の
子
が
一
緒

に
遊
ぼ
う
と
言
っ
て
来
た
の
で
私

は
、
返
事
を
し
よ
う
と
し
た
。
そ

し
た
ら
、
一
緒
に
い
た
友
だ
ち
が

急
に
手
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
走
り
出
し

た
の
で
、
私
は
、
わ
け
も
わ
か
ら

ず
つ
い
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
何
度
か
続
い
て
、

い
つ
の
ま
に
か
そ
の
子
を
私
も
、

差
別
し
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。

　

そ
の
後
、
そ
の
こ
と
を
先
生
が

話
し
て
く
れ
た
。

　
「
Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
み
ん
な
と
は

少
し
ち
が
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
Ａ
ち
ゃ
ん
に
冷
た
く
あ
た
っ

た
り
、
そ
の
子
の
話
を
む
し
し
た

り
す
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
」

と
。
先
生
が
言
っ
た
後
は
、
そ
の

子
に
対
す
る
「
い
じ
め
」
は
少
な

く
な
っ
た
。

　

私
は
、
そ
の
女
の
子
に
は
、
な

に
か
、
い
じ
め
ら
れ
る
原
因
が
あ

る
ん
だ
な
と
、
思
っ
た
。

　

で
も
、
そ
の
子
に
小
さ
な
し
ょ

う
が
い
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
に
は

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
も
、
そ
の
子

に
と
っ
て
は
、
少
し
む
ず
か
し
い

こ
と
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
そ
の
子

の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と

の
大
切
さ
が
少
し
わ
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
た
。

　

私
は
、
少
し
そ
の
子
に
直
し
て

ほ
し
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
は
、
き
ち
ん
と

注
意
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
子
に
対
し

て
、
差
別
せ
ず
、
一
つ
一
つ
の
質

問
な
ど
に
答
え
て
あ
げ
て
、
一
緒

に
遊
ぼ
う
と
思
う
。

　

先
生
が
話
し
た
こ
と
は
、
み
ん

な
に
も
、
そ
し
て
私
に
も
、
と
っ

て
も
そ
の
子
の
気
持
ち
に
な
れ
る

よ
う
に
し
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
う
。

「いじめを見た」
吉田　亜美さん
（中間小学校５年）

平成21年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

●�開催日時
　�11 月５日金～７日日・午前９時～午
後５時（７日は午後３時まで）

●�場 所
　�なかまハーモニーホール展示室・展
示ロビー・大ホールホワイエ

●募集部門
　絵画、書道、写真、陶芸、自由
※いずれも、公募展で未発表のものに
限ります。
●出品規定（一人２点以内）
〇絵画…�日本画、洋画（水彩・油彩・

パステル）、版画、染色とし、
４号以上 100 号以内で額装ま
たは軸物とします

〇書道…�121㎝（４尺）×241㎝（８尺）
以内で縦横自由、表装としま
す（書き下ろし不可）

〇写真…�単写真、組写真とも４つ切り
以上で枠張りとします

〇陶芸…�縦・横・奥行ともに 50㎝以内、
重量は 10kg 以内とします

〇自由…�ちぎり絵、押し花、グラフィ
ックデザインとし、４号以上
100 号以内で額装または枠張
りとします

●�応募資格
　�原則として中間市内に居住または通
勤、通学している人、および市内で
美術製作している人

※中学生以下は応募できません。
●作品搬入受付期間・場所
〇 �10 月 24日日、25日月・午前９時～
午後７時・なかまハーモニーホール
（裏側搬入口）
※搬入期間を過ぎたときは、受け付け
できません。
※応募作品には、必ず吊

つりかん

環とヒモを付
け、中央公民館で用意する出品票を添
えてください。
●作品搬出日時
　11月８日月・午前９時～午後６時
●問 合 先
　中央公民館☎（２４６）２３２１

中間市美術展作品募集
中央公民館では第53回中間市美術展の開催にあたり、たく
さんの作品を募集しています。この機会にぜひみなさんの
傑作を出展してみませんか。

あたたかい　笑顔で伝える　マイハート
	　　中間南中学校２年	 石井　なつみさん
優しさで　人の心が　救われる
	　　中間中学校２年	 竜口　雅さん
思いやり　態度で示そう　言葉より
	　　中間中学校２年	 宮原　咲さん

人　権　標　語特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す

　

｢

い
じ
め
問
題｣

「
家
庭
内
の
問

題
」「
差
別
問
題
」な
ど
の
相
談
に
、

人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る
特
設
人

権
相
談
所
を
毎
月
１
回
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
予
約
な
ど
は

不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
期

日　

毎
月
第
２
水
曜
日

●
時

間　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

※
10
月
の
相
談
日
は
、13
日
で
す
。

●
場

所　

人
権
の
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同

参
画
課　

　

☎（
２
４
５
）３
５
１
１
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Cooking
今月のおすすめ料理

❖ 

さ
あ
書
道
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

～
墨
親
会
～

　

自
分
で
目
標
を
持
っ
て
、
基
本
や
課

題
を
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
大
歓

迎
で
す
。

●
日

時　

毎
週
土
曜
日
・
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

●
場

所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
科

目　

漢
字
、
か
な
、
実
用
書

体
な
ど

●
問
合
先　

三
輪
宅

　

☎（
２
４
４
）８
７
０
６

❖ 

福
岡
県
民
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン

●
日

時　

11
月
14
日
日
・
午
前
10

時
～
（
雨
天
決
行
）

●
場

所　

海
の
中
道
海
浜
公
園

●
募
集
人
員　

２
、０
０
０
人
程
度

●
種

目　

１
㎞
コ
ー
ス
、
２
㎞
コ

ー
ス
、
５
㎞
コ
ー
ス
、
10
㎞
コ
ー
ス

●
申
込
締
切　

10
月
15
日
金

※
申
込
方
法
、
参
加
料
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
民
さ
わ
や

か
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）６
０
０
１

❖ 

絵
た
よ
り
「
絵
夢
の
会
」

第
11
回
作
品
発
表
会

　

絵
た
よ
り
「
絵
夢
の
会
」
の
作
品
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

10
月
２
日
土
～
３
日
日
・

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
３
日
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
・
展
示
ロ
ビ
ー

●
問
合
先　

中
島
宅

　

☎（
２
４
５
）２
０
６
９

❖ 

中
間
市
囲
碁
ま
つ
り
を
開
催

　

み
ん
な
で
囲
碁
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

10
月
11
日
�
・
午
前
10

時
～
（
受
付
は
９
時
～
）

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
対
局
方
法　

①
高
位
戦
②
段
位
戦
③

大
人
の
級
位
戦
④
小
・
中
学
生
級
位
戦

※
①
～
③
は
４
回
戦
全
勝
者
か
ら
ス
イ

ス
方
式
に
て
上
位
２
人
で
優
勝
決
定

戦
。
④
は
１
級
か
ら
20
級
ま
で
４
パ
ー

ト
に
分
け
て
対
局
。

●
参
加
料

○
段
の
部
…
３
、０
０
０
円

○
級
の
部
…
２
、０
０
０
円（
小
・
中
学

　

生
は
１
、０
０
０
円
）

●
問
合
先　

田
代
携
帯

　

☎
０
９
０（
２
３
９
４
）１
９
３
４

❖ 

第
17
回
な
の
み
祭
を
開
催

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
出
し
物
、
作
業
作
品

の
販
売
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

９
月
18
日
土
・
午
前
11

時
30
分
～
午
後
３
時

※
雨
天
決
行
で
す
。

●
場

所　

な
の
み
園

　
（
上
底
井
野
１
８
３
２
番
地
）

●
問
合
先　

な
の
み
園
事
務
局

　

☎（
２
４
５
）６
１
７
８

❖ 

川
柳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

川
柳
に
興
味
が
あ
る
人
、
句
会
に
出

て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
、
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

○
毎
月
第
１
月
曜
日（
午
前
10
時
～
正

午
）・
弥
生
公
民
館

○
毎
月
第
１
金
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
中
央
公
民
館

○
毎
月
第
１
日
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
通
谷
公
民
館

○
毎
月
第
４
土
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
新
手
公
民
館

●
対
象
者　

川
柳
に
興
味
が
あ
る
人

●
会

費

○
誌
友
費　

４
、８
０
０
円（
機
関
誌
毎

月
発
行
１
年
分
）

○
句
会
費　

月
100
～
200
円（
開
催
場
所

ご
と
）

●
問
合
先　
「
川
柳
く
ろ
が
ね
吟
社
」

吉
富
宅

　

☎（
２
４
４
）７
２
９
８



豆知識！役

に立つ ドアの鍵穴にはほこりがたまりやすいもの。電気掃除機のホースを当ててほこりを取
ると、鍵がスムーズに開閉する。

の
みんな

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

ひろば

作り方
①�はるさめは熱湯につけて戻し、冷まして

大まかに切る。玉ねぎは１㎝幅に切り、
にんじんはいちょう切りにしてゆでる。
ヘタを取ったなすとピーマンは乱切りに
する

②�中華鍋にサラダ油を熱し、しょうが、に
んにくを炒める。ひき肉を加えてパラパ
ラになるまで炒め、野菜も炒める

③�②にＡとはるさめを加えてひと煮し、水
溶きかたくり粉でとろみをつけ、最後に
ごま油を加える

ひき肉とはるさめの
炒め物

豚ひき肉…200㌘、はるさめ…100㌘、玉
ねぎ…１／２個、にんじん…１／２本、な
す…１本、ピーマン…１個、しょうが・に
んにく（みじん切り）…各大さじ１、かたく
り粉…大さじ１／３、水…大さじ２／３、サラ
ダ油…大さじ１、ごま油…小さじ２、Ａ（酒…
大さじ２、しょうゆ…大さじ２、砂糖…小さじ１、
だし…２カップ、塩・こしょう…各少々）

材　料（４人分）

中間市食生活改善推進会（緑の会）
エネルギー296㎉　食塩1.4ℊ
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●日 時　９月11日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　遊！遊！読書

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●

国宝よみがえる色彩
小林泰三・著

　高松塚古墳壁画、東大寺大仏殿
…。国宝の本当の色を知っていま
すか。ＷＯＷＷＯＷ「美術のゲノム」
案内役の小林泰三が、古墳の壁画
から絵巻物まで、デジタル技術を
駆使して失われた当時の色と姿を
復元する。

アンモナイトの森で
市川洋介・作　水野ぷりん・絵

　純粋なたましいを持ち、森に生
きる動物たちの心をも理解できる
ために、人と自然のあいだで、悩
み苦しむ少女チヨ。明治期の北海
道開拓地を舞台に、アンモナイト
の化石をめぐり、少女と大人たち
が織り成す感動のドラマ。

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

▶今回取材した中間市老人クラブ連合会のみなさんは、とても
元気。そしてよく笑う。元気の秘訣は、共通の目的を持ち、同
じ時間を過ごすことかもしれません。趣味やボランティアなど、
きっかけは何であれ、家に引きこもらずに外に出れば、そこで
新たな出会いがあるでしょう。人と人とのつながりから、地域
もつながっていくのではないでしょうか。                       （謙）

編集
後記

平成 21 年４月 20 日生（長津三丁目）

　よく食べて人見知りをあ
まりしない結ちゃん。明る
く元気に育ってネ。

松
ま つ い

井 結
ゆう

ちゃん
平成 21 年５月 21 日生（小田ヶ浦二丁目）

　お散歩が大好きな悠太く
ん。お友だちをたくさんつ
くって、元気にいっぱい遊
んでね。

大
お お に し

西 悠
ゆ う た

太 ちゃん

今年
は

国民
読書
年

精霊船を作り続けて 40 年

　父親が亡くなったときに作ったことが始めた
きっかけです。それ以来、約 40 年作り続けて
きました。今でも知人の供養のためにと思い作
っています。大きさもさまざまですが、１つ作
るのに約２か月くらいかかります。時間もかか
りたいへんですが、お渡ししたときに喜んでも
らえると私も嬉しいですからね。好きで始めた
ことだから、私が健康なうちは作り続けたいで
すね。

豊岡 金満さん（浄花町）

ひまわり大きくなったよ

　６月の初旬に３年生の保護者からひまわりの
苗を寄贈してもらいました。それから、今年作
った花壇で全校生徒で育て始めました。各学年
それぞれにある花壇に、大切に植えられたひま
わり。最初は小さかったけれど今では子どもた
ちの背丈を追い越すほどに成長しました。大き
いものから小さいものまで、成長が見てわかる
ひまわりに、子どもたちは毎日楽しみに水をや
り、成長を観察しています。

中間西小学校
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俳
　句

永
山
　　
篁
　選

恋
文
に
彩
り
添
え
る
花
切
手

	

鍋
山
町	

金
　
子
　
哲
　
也

菜
園
の
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
よ
ろ
こ
ば
す

	

弥
生
一
丁
目	

堀
　
　
　
す
み
子

円
満
の
秘ひ

け

つ訣
支
え
は
手
料
理
で

	

中
間
三
丁
目	

花
　
川
　
民
　
子

涙
流
し
叱
っ
て
く
れ
た
親
が
い
た

	

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

大
　
串
　
美
佐
子

思
い
出
の
ペ
ー
ジ
栞

し
お
り

が
語
り
だ
す

	

朝
霧
二
丁
目	

小
　
崎
　
国
　
雄

初
夏
の
風
若
者
達
に
ツ
ー
リ
ン
グ
共
に
行
き
た
し
五
月
の
海
へ

	

太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

先
立
た
れ
し
妻
の
想
い
を
抱
き
し
め
て
世
の
風
捨
て
て
波
の
音
き
く

	

土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡
　
本
　
マ
キ
子

代
替
わ
り
建
て
替
え
ら
れ
て
も
夢
に
出
る
在
所
の
家
は
藁わ

ら

葺ぶ

き
の
家

	

弥
生
一
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

受
け
皿
に
溢あ

ふ

る
る
銘
酒
「
一
本
義
」
舐な
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梅
雨
鴉か
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も
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子

下
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の
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し

	

太
賀
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子
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冊
の
あ
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し
風
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は
亡
き
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一
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子
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を
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て
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子
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■�「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短

　歌

立
花

　勲

　選

中
間
市
短
歌
会

８月27日に、太陽の広場で開催された中間市老人クラブ連合会と中間市子
ども会育成連絡協議会との交流「こどもと高齢者のふれあい大会」。グラウン
ドゴルフを楽しんだ後に、みんなで昼食。世代を超えた交流が行われました。

表紙
説明


